
 

令和５年度 第 1回千曲市しなのの里ゴールドプラン２１推進等委員会 

       第 1回千曲市地域包括支援センター運営協議会 会議録概要 

 

日 時 令和５年６月２９日（木）午後２時００分～３時２０分 

会 場 信州の幸（めぐみ）あんずホール（更埴文化会館）小ホール 

出席者 委  員１２名 

関係者  ２名  

事務局  ７名 

    傍聴人  １名 

 

１ 会議事項 

 

（１）千曲市しなのの里ゴールドプラン２１推進等委員会 

協議事項１ 令和４年度介護保険事業の概要        （資料 １） 

協議事項２ 地域密着型サービス等事業所指定について   （資料 ２） 

協議事項３ 令和４年度高齢者福祉サービス事業状況    （資料 ３） 

協議事項４ 第９期計画策定に向けたスケジュールについて  （資料  ４） 

 

（２）千曲市地域包括支援センター運営協議会          （資料 ５） 

協議事項１ 令和４年度 千曲市地域包括支援センターの業務報告について 

協議事項２ 令和４年度 千曲市地域包括支援センターの業務に関わる決算 

（見込）について 

協議事項３ 令和５年度 千曲市地域包括支援センターの事業実施方針について 

協議事項４ 令和５年度 千曲市地域包括支援センターの業務計画について 

協議事項５ 令和５年度 千曲市地域包括支援センターの業務に関わる予算について 

 

 

・上記各項目について、事務局より委員各位に説明を行った。 

・それに対する質問概要並びに市の説明等は次頁のとおり。 

 



 

意見、質問 説明概要 

（しなのの里ゴールドプラン２１推進等委

員会） 

 

〇協議事項１ 

資料 1の４ページ認定調査の実績について、

「認定調査は要介護認定の最も基本的な資

料であることから、公平・公正で客観的か

つ正確な調査に努めてきました。」とある

が、千曲市の介護認定は厳しいと言われて

いる。実際にどのように調査をしているか

具体的に教えてほしい。 

（委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇協議事項３ 

資料３の２ページ番号６「緊急通報システ

ム装置設置事業」について、誤発報は件数

に含まれているのか。 

（委員） 

 

資料３の最終ページに緊急通報システムの

台数が記載されているが、平成 25年度は 105

台あったが令和４年度は 38台と高齢者数は

増えているが台数が減っている要因は。 

（委員） 

 

 

 

 

近隣の市町村に比べて千曲市の介護認定調査の

審査基準は厳しいというご意見はいただいてい

るが、基本的な 74 項目のチェックリストとそれ

に伴う特記事項で認定調査を行っている。主治医

意見書と合わせて長野広域の審査会にかけて介

護度を決めている。 

千曲市が厳しいと言われる要因として、基本的な

74 項目のチェックについては全国共通のため他

の市町村と変わらないが、特記事項といってその

方の様子がわかるように調査員が文章で示す部

分が、よりわかりやすく細かく記載をしているた

め、他の市町村より厳しいという声がある。千曲

市としては、丁寧に調査をしているということで

ご理解をいただいている。 

（事務局） 

 

 

誤発報は緊急発報の 13件に含まれていない。 

（事務局） 

 

 

 

個人で契約をして利用している方が増えている

のが要因ではないかと思う。 

千曲市では、緊急通報システムを利用できる方

が、脳疾患・心疾患・認知症の症状に限られてい

るのも要因になっているのではないかと思う。 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 



（地域包括支援センター運営協議会） 

○協議事項１ 

資料 5 の一般介護予防事業 7～11 ページに

ついて 

多職種と連携して介護に取り組むとのこと

だが、「口腔内のケア、介護」が一番難しい。

「口の中」が順番的に最後になってしまう。

現状は、歯があるとそれがだめになり、歯

がなくなって、入れ歯になってきれいにな

るという状態です。 

多職種連携の中で「口腔内の健全なケア」

の難しさを認識しながら介護予防事業等の

施策にいかしていただければと思う。 

（委員） 

 

今の意見はごもっともと思う。私も健康応

援団をやらせていただいていて、いきいき

サロンへ行って講義もしている。これまで

は運動、食事、睡眠が大事と言われていた

が、今はそれにプラスして口腔ケアも大事

だと言われている。いきいきサロンに参加

している皆さんにも口の動き、舌の動きを

良くする口腔ケア体操に一緒に取り組んで

いただいている。まだ一般の方に伝わって

いないのかなと思うと残念だが、全く広が

っていないわけではなく徐々にひろがって

きているのかなと思っている。 

（委員） 

 

 

 

 

口腔ケアについては、本当に大事なことと認識し

ている。介護予防事業の中で、年に１度は「元気

なつどい」で歯科衛生士が口腔ケアについての話

をしたり、いきいきサロン等では口腔ケアの講話

のメニューを入れている。いずれも健康推進課と

連携し、歯科衛生士を派遣してもらっている。 

引き続き、口腔ケアについて広く啓発、周知して

いきたい。 

（事務局） 

 

 


